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          2022年 10月 3日 

お客さま各位 

尼崎信用金庫 

 

米ドル建て「外貨定期預金」での資産運用について 

～お客さまの外貨投資をサポートします！！～ 

 

 

拝啓 時下ますますご隆盛のこととお喜び申し上げます。平素は並々ならぬお引き立てを賜り、厚く  

お礼申し上げます。 

さて、このたび尼崎信用金庫では、地域のお客さまの安定的な資産形成をはかる目的の一つである

国際分散投資をサポートすべく、米ドル建ての「外貨定期預金」での資産運用をご紹介します！ 

 世界的なインフレ懸念や金利上昇を受けて、円定期預金と比べて外貨定期預金の金利が魅力的な 

水準となってきました。 

 この機会に皆様も外貨投資の第一歩として、あましんで「外貨定期預金」はじめてみませんか？ 

敬具 

 

記 

１．外貨定期預金金利（通貨：米ドル） 

（2022年 10月 1日現在） 

通貨 米ドル 

預入期間 金利（年利率（％）） 

1 ヶ月以上 3 ヶ月未満 0.25% 

3 ヶ月以上 6 ヶ月未満 0.50% 

6 ヶ月以上 9 ヶ月未満 0.75% 

9 ヶ月以上 12 ヶ月未満 0.75% 

1年（12 ヶ月） 1.00% 

 

※ 外貨定期預金金利は、毎月見直しております。詳しくは、当金庫ホームページの  

「金利・為替相場情報」をご覧下さい。 

２．外貨定期預金で運用する際の留意点 

 （１）外貨預金のリスク 

外貨預金には為替変動リスクがあります。従って、為替相場の変動により、お受け取りの外貨定

期預金元利金を円換算すると、当初外貨定期預金作成時の払い込み円貨額を下回る（円貨ベー

スで元本割れとなる）リスクがあります。為替相場に変動がない場合でも、往復の為替手数料（１米

ドルあたり２円）がかかるため、受取時の円貨額が預入時の払込円貨額を下回ることがあります。 

 

 （２）外貨預金取引に係る諸費用 

円を外貨にする際（預入時）及び外貨を円にする際（引出時）は手数料（１米ドルあたり 1円）が

かかります。お預入れおよびお引出しの際は、手数料分を含んだ為替相場である当庫所定の

T.T.Sレート（預入時）、T.T.Bレート（引出時）をそれぞれ適用します。 

 

 （３）その他の重要事項 

外貨預金は、預金保険の対象ではありません。 

https://www.amashin.co.jp/jyoho/amakinri.html
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３．外貨定期預金での運用例 

 

＜例．元金 100万円を為替レート 1米ドル＝140.00円（T.T.S）、米ドル金利：年 1.00％で 1年運用した場合＞ 

 

 ・預入外貨額：\1,000,000÷（＠TTS\140.00）＝US＄7,142.86 

 

 ・税引き前外貨利息額：US＄7,142.86×1.00％×(365/365)＝US＄71.42 

 

 ・税引き後外貨利息額：US＄71.42－（（US＄71.42×国税 15.315％）＋（US＄71.42×地方税 5％） 

                ＝US＄56.92 

 

 ・お受け取り外貨額：US＄7,142.86＋US＄56.92＝US＄7,199.78 

 

 【満期時に円高の場合（払戻時の T.T.B＝130円の場合）】 

  お受け取り円貨額 

  US＄7,199.78×130円＝935,971円 

  収支：935,971円－1,000,000円＝▲64,029円（為替差損発生） 

 

 

 【満期時に円安の場合（払戻時の T.T.B＝150円の場合）】 

  お受け取り円貨額 

  US＄7,199.78×150円＝1,079,967円 

  収支：1,079,967円－1,000,000円＝＋79,967円（為替差益発生） 

 

 

◎損益分岐点の為替レート：1,000,000円÷US＄7,199.78＝1米ドル 138.89円 

 

 

詳しくは当金庫の窓口またはあましんフリーダイヤル相談コーナー（0120-26-0556）にてお尋ねください。 

 

 

４．商品概要 

   外貨定期預金の商品概要につきましては、次頁または契約締結前交付書面等をご覧下さい。 

 

 

以上 
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【商品概要説明】 

商品名 外貨定期預金 

商品概要 
外貨定期預金とは、外貨預金（日本円以外の外貨建ての預金）のうち、あらかじめ預金の期間を定め、原則と
してその期間中は払戻の要求に応じないことを条件としている預金です。 

預金保険 外貨定期預金は預金保険の対象外です。 

販売対象 法人および個人のお客さま 

期間 原則、１ヵ月以上 12 ヵ月以内（期日指定も可能です。） 

取扱通貨 原則、米ドル、ユーロです。オーストラリアドル等その他通貨の取扱いについては窓口でご照会ください。 

預入 

（１）預入方法 
 
（２）最低預入額 

（３）預入単位 

 

・一括預入です。米ドルは午前 10時から午後 3時まで、ユーロ等その他通貨は午前 11時から午後 3時まで
お預け入れできます。 
・2,000米ドル又は 2,000ユーロ以上。オーストラリアドル等その他通貨は 2,000米ドル相当額以上です。 

・1補助通貨単位まで預入可能です。 

払戻方法 
満期日以後に一括して払い戻しします。米ドルは午前 10時から午後 3時まで、ユーロ等その他通貨は午前 11
時から午後 3時まで解約できます。 

利息 

（１）適用利率 
 
 

 
（２）利払方法 
（３）計算方法 

（４）課税方法 
 
 

 

 

・固定金利で、お預け入れ時の金利を満期日まで適用します。 
預入金利が「2,000 米ドル（ユーロ）」以上、「10 万米ドル（ユーロ）」以下の場合、預入時の店頭表示金利を満
期日まで適用します。預入金額が「10万米ドル（ユーロ）」を超える場合または、オーストラリアドル等他通貨の

場合は、個別対応のため、窓口でご照会ください。 
・満期日以後に一括してお支払いいたします。 
・原則として、付利単位を 100分の１通貨単位とした 1年を 365日とする計算。 

・（※）利子所得は法人のお客さまは総合課税、個人のお客さまは源泉分離課税（国税 15.315％、地方税 5％）
として課税されます。 マル優のお取扱いはできません。 

・為替差益は雑所得となり、確定申告による総合課税の対象となります。ただし、年収 2,000 万円以下の方で

為替差益を含めた、給与所得や退職所得以外の所得の合計額が年間 20万円以下の場合は申告は不要で
す。 

・為替差損は、黒字の雑所得から控除することができます。他の所得区分との損益通算はできません。くわしく

はお客さまご自身で公認会計士・税理士にご相談くださいますようお願い申し上げます。    （※）後掲の
注意事項を参照下さい。 

手数料および適用相場 
お預け入れ・お引き出しや通貨により手数料が異なるため、くわしくは後記「外貨預金のお預け入れとお引き出
しに関わる手数料および適用相場」をご覧ください。 

付加できる特約事項 特にございません。 

お問合いわせ先 お取引のある本支店にご連絡下さい。 

その他参考となるべき

事項 
（１）取扱店 
（２）為替予約 

 
 
 

 
・全店で取扱っています。ただし、預金口座開設後は開設した本支店でのみ、お取扱いが可能です。 

・お預け入れ期間中に一度だけ、満期日の受取元利金全額を対象とした為替予約が可能です。為替予約を
締結することにより、満期日の受取円貨額を確定することができます。（一度締結した為替予約の変更・取
消はできません。また、外貨預金の期日前解約もできません。締結した為替予約を使用し満期日に解約す

ることが条件となります。） 
・為替予約は、満期日の前営業日まで、午前 10時から午後 3時までお取扱いできます。 
・予約する為替相場は締結時点の相場情勢により決定されます。予約相場は、締結する日のＴＴＢとは異なり

ますので、窓口でご照会ください。 

期日前解約の取扱い 
 
 

期日前の解約は原則としてお取扱いできません。やむを得ない事情で期日前に解約する場合、解約日の当該
通貨毎の外貨普通預金利率を適用します。ただし、当該通貨毎の外貨普通預金利率が外貨定期預金の当初
預入利率を上回る場合は、当初の預入利率を適用します。 

自動継続扱い 
 
 

 

この預金は、自動継続型外貨定期預金の取扱いを行うことができ、その場合の取扱いは次のとおりです。 
（１）この預金は証書表面記載の満期日に前回と同一の期間の外貨定期預金に自動的に継続します。 
（２）この預金の継続後の利率は、継続日における当金庫所定の利率です。 

（３）継続を停止するときは、満期日までにその旨を申出てください。 

ＡＴＭのお取扱い ＡＴＭでのお取扱いはできません。 

苦情処理措置および紛 
争解決措置の内容 

 
 
 

苦情処理措置：本商品の苦情等は、当金庫営業日に、営業店またはお客様相談室（平日９時～１７時、電話：

０６－６４１２－５５７６）までお申し出ください。 
紛争解決措置：兵庫県弁護士会（電話：０７８－３４１－８２２７）、東京弁護士会（電話：０３－３５８１－００３１）、

第一東京弁護士会（電話：０３－３５９５－８５８８）、第二東京弁護士会（電話：０３－３５８１－

２２４９）の仲裁センター等で紛争の解決を図ることも可能ですので、利用を希望するお客さま
は、当金庫営業日に上記お客様相談室または全国しんきん相談所（９時～１７時、電話：０３
－３５１７－５８２５）までお申し出ください。なお、各弁護士会に直接申し立てていただくことも

可能です。 

当金庫が対象業者とな 

っている認定投資者保 

護団体 

ございません。 
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【外貨預金のお預け入れとお引き出しに関わる手数料および適用相場】 
 お預け入れ・お引き出し方法 手数料・金利等 

 

 

お

預

け

入

れ 

 

円の現金でのお預け入れ 

円預金からのお振替 

円を外貨にする際（預入時）には、為替手数料（１米ドルあたり 1 円、１ユーロあたり 1 円

50銭、１オーストラリアドルあたり2円）を含んだ為替相場である当金庫所定のＴＴＳレート

を適用します。 

ご本人名義の外貨預金（同一通貨）

からのお振替 
ご本人名義間の同一通貨でのお振替は、手数料がかかりません。 

到着した外国送金でのお預け入れ ご本人間のお取引については、手数料がかかりません。 

 

 

お 

引

き 

出 

し 

 

円の現金でのお引き出し 

円預金へのお振替 

外貨を円にする際（引出時）には、為替手数料（１米ドルあたり 1 円、１ユーロあたり 1 円

50銭、１オーストラリアドルあたり2円）を含んだ為替相場である当金庫所定のＴＴＢレート

を適用します。 

ご本人名義の外貨預金（同一通貨）

へのお振替 
ご本人名義間の同一通貨でのお振替は、手数料がかかりません。 

外貨でお引出しし外国送金にご使用 

リフティングチャージ（外貨受払手数料）として送金金額の 0.05％に当日ＴＴＳを乗じた円

貨（最低 2，500 円）を申し受けます。別途、当金庫所定の外国送金手数料がかりますの

で、窓口にてご照会ください。 

（注意事項） 

・上記手数料には消費税等はかかりません。   

・米ドルの被仕向送金をユーロの外貨預金に入金する場合などのように、ご預金の通貨と異なる外貨との取引にかかる手数料は、   

上記のものと異なります。 

・利子所得の課税に関して、2011年 12月 2日付で「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の確保に関す

る特別措置法」が公布され、2013年 1月 1日から 2037年 12月 31日までの 25年間、基準所得税額に対して 2.1％の復興特別所得税

が付加されることになりました。このため、2013年 1月 1日以降に支払われるお利息は国税については従来の 15％に 0.315％が加算さ

れた 15.315％と地方税 5％が課税されます。 

                                         （2022年 7月 1日現在） 


